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今
回
の
「
同
窓
会
報
」
は
、
創
刊
以
来

第
百
二
十
号
に
当
た
る
ま
さ
に
記
念
す
べ

き
会
報
で
あ
る
。
第
一
号
か
ら
今
日
ま

で
、
会
報
の
作
成
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

歴
代
の
関
係
各
位
に
、
心
か
ら
感
謝
と
敬

意
を
表
し
た
い
。

教
育
学
部
同
窓
会
は
、
昭
和
二
十
二
年

四
月
に
発
足
し
て
い
る
。
ま
だ
千
葉
大
学

は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
先
人
た
ち
は
、

戦
後
の
教
育
の
動
向
を
見
極
め
、
当
時
の

千
葉
師
範
男
子
部
、同
女
子
部
を
ま
と
め
、

狩
野
政
一
氏
を
会
長
に
新
し
い
組
織
を
作

り
上
げ
、
現
在
に
続
く
同
窓
会
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
四
年
、
新
制
千
葉
大
学
の
発

足
、
学
芸
学
部
か
ら
教
育
学
部
へ
の
改
組

と
、
そ
の
激
し
い
時
代
の
流
れ
の
中
に
あ

っ
て
、
同
窓
会
は
主
要
事
業
の
一
つ
と
し

て
「
同
窓
会
報
」
の
発
行
に
取
り
組
ん
だ
。

第
一
号
の
発
行
は
昭
和
四
十
一
年
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。
残
念
で
な
ら
な
い
こ
と

は
、
学
制
改
革
の
嵐
の
中
で
、
度
重
な
る

事
務
局
の
変
遷
に
よ
る
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
当
時
の
貴
重
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
会
報
は
そ
の
後
、
年

二
回
な
い
し
は
三
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
さ

れ
て
き
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
発
行
の
百
三
号
か

ら
、
そ
の
内
容
・
体
裁
を
一
新
し
て
、
今

日
の
百
二
十
号
に
至
っ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
「
同
窓
会
報
」
は
、

同
窓
会
と
会
員
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
り
、

会
員
同
士
を
つ
な
ぐ
絆
で
あ
る
。

同
窓
会
で
は
、
何
よ
り
も
「
同
窓
会
報
」

の
充
実
、そ
の
た
め
の
編
集
体
制
の
確
立
、

そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
お
届

け
す
る
こ
と
こ
そ
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
県
内
各
支
部

を
通
じ
て
の
配
布
に
加
え
、
直
接
購
読
の

仕
組
み
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

百
二
十
号
の
発
行
を
契
機
に
「
同
窓
会

報
」
の
一
層
の
充
実
、
そ
し
て
、
願
わ
く

は
全
会
員
に
会
報
が
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

最
善
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
。

こ
の
度
、
同
窓
会
の

副
会
長
を
お
引
き
受
け

し
た
小
宮
山
で
す
。
私

は
、
一
九
七
七
年
に
教

育
学
部
に
入
学
し
、
中
学
校
の
保
健
体
育

の
教
員
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た

が
、
三
年
生
に
な
っ
た
こ
ろ
、
大
学
院
で

さ
ら
に
勉
強
・
研
究
を
し
よ
う
と
思
っ

た
。
卒
業
後
、
筑
波
大
学
大
学
院
で
修
士

課
程
・
博
士
課
程
を
修
了
し
た
。

そ
の
後
、
広
島
大
学
総
合
科
学
部

の
教
員
を
経
て
、
一
九
九
三
年
千

葉
大
学
教
育
学
部
に
赴
任
し
た
。

現
在
、
大
学
で
は
、
運
動
生
理

学
、
陸
上
競
技
、
体
育
科
教
育
法
、

小
学
校
体
育
等
の
学
部
授
業
や
大

学
院
修
士
課
程
と
博
士
課
程
の
授

業
な
ど
、
年
間
二
十
コ
マ
弱
（
広
島

大
学
で
は
十
コ
マ
以
下
だ
っ
た
)

の
授
業
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、

身
体
運
動
の
制
御
機
構
に
関
す
る

研
究
を
し
て
い
る
。

千
葉
大
学
着
任
以
来
、
教
員
養

成
課
程
の
学
生
数
削
減
と
新
課
程
(い
わ

ゆ
る
ゼ
ロ
免
課
程
)の
設
置
問
題
、
そ
の

後
も
入
試
改
革
、
中
学
校
教
員
養
成
課
程

の
再
編
、大
学
院
改
革
等
々
、い
つ
も『
改

革
』
に
奔
走
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

現
在
も
、
文
部
科
学
省
が
主
導
す
る
《
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
》
に
絡
ん
で
、
教
職

大
学
院
設
置
、
課
程
再
編
、
学
生
数
の
適

正
化
等
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
多
く
の
教
職

員
が
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
書
類
作
成
、
大

学
本
部
や
文
部
科
学
省
と
の
折
衝
に
当
た

っ
て
い
る
。

少
子
・
超
高
齢
化
な
ど
、
社
会
状
況
が

急
激
に
変
化
す
る
中
で
、
教
育
学
部
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

学
生
数
や
教
員
数
の
大
幅
な
削
減
、
全
て

の
学
校
種
の
教
員
免
許
を
取
得
可
能
と
し

て
い
る
構
造
を
抜
本
的
に
変
更
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
困
難
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、外
部
的
に
は
、

教
員
採
用
試
験
受
験
者
数
と
教
員

採
用
率
の
向
上
、
学
内
的
に
は
、

研
究
の
高
度
化
と
発
信
力
の
向
上

が
目
に
見
え
る
形
で
提
示
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

千
葉
大
学
教
育
学
部
は
、
こ
れ

ま
で
全
国
に
優
れ
た
教
員
を
多
数

輩
出
し
て
き
た
が
、
現
在
は
、
途

中
で
教
員
に
な
る
こ
と
を
諦
め
、

一
般
企
業
に
就
職
す
る
学
生
も
か

な
り
い
る
。
ま
た
、
教
育
実
習
や
教
員
採

用
試
験
後
に
「
千
葉
大
生
は
社
会
性
が
な

い
」、「
本
当
に
教
員
に
な
り
た
い
の
か
」

等
の
厳
し
い
声
を
聞
く
。
こ
れ
ら
を
改
善

す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
諸
先
輩
の
方
々
の
ご

指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

副
会
長
就
任
に
当
た
り
、
学
部
の
現
状

等
を
記
し
ま
し
た
が
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副会長就任に当たって
～教育学部の現状と課題～

千葉大学教育学部教授 小宮山伴与志
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理
科
支
援
員
等
配
置
事
業

に
係
わ
っ
て

阿

部

美

則

（
Ｓ
42
・
3
卒市

原
市
）

千
葉
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
十
八

年
に
文
部
科
学
省
の
「
先
行
事
例
」
と

し
て
、
理
科
支
援
員
等
配
置
事
業
の
試

行
を
兵
庫
県
、
石
川
県
と
と
も
に
始
め

た
。
事
務
局
が
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
内

に
置
か
れ
、
私
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
準
備
に
取
り
組
ん
だ
。
も
う

一
人
は
中
村
悦
朗
さ
ん
で
あ
る
。

事
業
の
一
つ
は
、
小
学
校
五
・
六
年

生
に
理
科
支
援
員
を
配
置
し
て
、
理
科

の
授
業
の
支
援
、
後
片
付
け
及
び
理
科

室
・
準
備
室
の
整
備
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
特
別
授
業
の
開
催
で
あ
る
。

試
行
の
結
果
は
、
思
わ
ぬ
反
響
を
呼

び
、
次
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
に
繋
が

っ
た
。
試
行
県
で
あ
る
の
で
、北
海
道
、

仙
台
市
、
静
岡
県
、
沖
縄
県
、
新
潟
大
、

富
山
大
な
ど
、
各
地
か
ら
の
視
察
、
問

い
合
わ
せ
も
多
く
、対
応
に
追
わ
れ
た
。

﹇
理
科
支
援
員
の
配
置
﹈

試
行
時
の
支
援
員
は
、
大
学
生
に
応

募
を
絞
り
、
派
遣
先
は
、
両
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
出
身
地
で
あ
る
市
原
市
と

市
川
市
に
お
願
い
し
た
。

学
校
現
場
で
は
、
授
業
と
授
業
の
間

に
実
験
の
準
備
を
す
る
の
は
容
易
で
は

な
く
、
終
わ
っ
て
か
ら
の
片
付
け
も
す

ぐ
に
は
で
き
な
い
。
次
時
が
運
動
場
で

の
体
育
と
な
る
と
な
お
さ
ら
大
変
で
あ

る
。
一
人
配
置
で
も
大
き
な
支
援
と
な

っ
た
。
安
全
管
理
面
で
も
教
師
が
安
心

で
き
る
。
配
置
校
か
ら
は
、「
理
科
室

・
準
備
室
が
き
れ
い
に
な
っ
た
」「
授

業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

﹇
特
別
授
業
の
開
催
﹈

特
別
授
業
の
開
催
の
ね
ら
い
は
、
学

習
指
導
要
領
の
発
展
的
な
内
容
と
し
て

行
い
、
子
供
た
ち
に
理
科
学
習
、
科
学

技
術
と
社
会
生
活
と
の
繋
が
り
を
実
感

さ
せ
、
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心
・

意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。

専
門
家
の
講
師
と
小
学
校
教
員
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
た
め
、
事

前
の
打
ち
合
わ
せ
を
念
入
り
に
行
っ

た
。
授
業
で
、
社
会
と
の
繋
が
り
に
触

れ
る
と
、
子
供
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、

講
師
に
対
す
る
尊
敬
の
念
も
入
り
交
じ

り
、
教
室
全
体
に
み
な
ぎ
る
真
剣
さ
に

得
難
い
感
動
を
覚
え
た
。

講
師
た
ち
も
、
子
供
に
教
え
る
楽
し

さ
と
子
供
た
ち
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
は
、

私
の
宝
で
す
と
口
々
に
感
想
を
漏
ら
し

て
い
た
。

夢
は
習
志
野
原
を
か
け
廻
る

小
笠
原

達

夫

（
Ｓ
40
・
3
卒

高
校

山
梨
県
）

ア
カ
シ
ア
、
い
や
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
何
本
か
の
ア
カ

シ
ア
の
木
が
生
え
て
い
る
中
に
古
び
た

木
造
の
建
物
が
点
在
す
る
。
そ
の
ア
カ

シ
ア
の
木
漏
れ
日
の
中
を
目
指
す
建
物

を
探
し
て
行
く
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も

辿
り
つ
け
な
い
。
講
義
、
あ
る
い
は
試

験
の
始
ま
る
時
間
は
疾
う
に
過
ぎ
て
い

る
。
絶
望
の
中
で
目
を
覚
ま
す
。
夢
だ

と
分
か
っ
て
安
堵
す
る
。
こ
の
ア
カ
シ

ア
の
生
え
て
い
る
絶
望
の
迷
路
は
、
私

が
在
学
し
て
い
た
昭
和
三
十
六
年
〜
三

十
九
年
の
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。

私
は
、
平
成
十
五
年
三
月
、
母
校
巨

摩
高
校
勤
務
を
最
後
に
定
年
退
職
し
た

後
、
七
年
間
教
育
相
談
員
を
務
め
、
そ

の
後
は
一
切
の
仕
事
を
辞
め
た
。
現
在

は
、
十
一
年
前
か
ら
の
菩
提
寺
の
護
寺

会
の
世
話
人
を
し
て
い
る
。
日
常
的
に

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
句
作
と
、
至
っ

て
シ
ン
プ
ル
な
生
活
を
し
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ま
だ
六
年
で
あ

る
が
、
初
め
は
専
ら
健
康
維
持
を
目
的

と
し
て
、
四
方
八
方
む
や
み
や
た
ら
と

歩
き
回
っ
て
い
た
。
三
年
ほ
ど
前
か
ら

①
片
道
四
十
分
以
内
に
あ
る
約
五
十
カ

所
の
神
社
仏
閣
に
繰
り
返
し
立
ち
寄
っ

て
、
石
碑
な
ど
を
見
て
メ
モ
る
。
②
趣

味
の
俳
句
の
材
料
を
探
し
て
メ
モ
る
。

③
時
に
は
、
国
家
や
平
和
、
人
間
に
つ

い
て
な
ど
、
い
や
に
哲
学
的
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
自
分
に
気
づ
く
こ
と
が
あ

る
。
一
石
何
鳥
か
で
あ
る
。

俳
句
は
、
ま
だ
日
が
浅
く
八
年
ほ
ど

で
あ
る
。
地
元
の
俳
誌
「
白
露
」、
今
は

｢郭
公
」
に
投
句
し
て
い
る
。
感
性
を

磨
く
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。
自

分
で
は
感
覚
的
に
い
い
な
と
思
っ
て
い

る
作
品
を
四
句
。

蛙
鳴
く
闇
に
礫
の
吸
い
込
ま
れ

灯
明
の
芯
の
音
聞
く
夜
長
か
な

般
若
面
ぬ
っ
と
現
は
る
夕
紅
葉

蛍
火
の
行
き
着
く
闇
の
深
さ
か
な

私
は
、
習
志
野
に
あ
っ
た
「
無
名
寮
」

に
三
年
間
居
座
っ
た
。
個
性
豊
か
な
寮

生
と
の
生
活
は
、
私
の
原
点
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。
コ
ン
パ
と
称
し
て
は
、

習
志
野
原
ま
で
繰
り
出
し
、
月
を
仰
い

で
飲
み
歌
っ
た
。
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯

野
を
か
け
廻
る
（
芭
蕉
留
別
吟
）
で
は
な

い
が
、
私
の
最
期
の
時
は
、
茫
々
と
し

た
習
志
野
原
を
彷
徨
す
る
夢
を
見
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
習
志
野

も
様
変
わ
り
し
た
と
は
思
う
が
。
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昭
和
四
十
五
年
、
日
本
は
高
度
成
長

の
絶
頂
期
で
、
世
間
は
大
阪
万
博
の
お

祭
り
ム
ー
ド
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

そ
の
春
の
三
月
三
十
一
日
、
午
前
七

時
三
十
三
分
、
よ
ど
号
が
赤
軍
派
に
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
、
世
の
中
は
騒
然
と

な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
新
聞
社
の

東
京
本
社
写
真
部
の
辞
令
を
も
ら
い
入

社
し
た
。

地
方
に
送
る
朝
刊
を
刷
っ
た
後
、
東

京
周
辺
に
配
る
夕
刊
を
刷
る
と
い
う
特

別
体
制
で
新
聞
を
発
行
し
、
社
内
の
熱

気
は
す
ご
い
も
の
が
あ
っ
た
。

新
人
研
修
の
さ
な
か
の
四
月
八
日
の

夕
刻
、
大
阪
の
天
六
で
ガ
ス
爆
発
事
故

が
あ
り
、
死
者
七
十
九
名
、
重
軽
傷
者

四
百
九
十
名
と
い
う
大
惨
事
が
起
こ
っ

た
。
歴
史
に
残
る
よ
う
な
大
事
件
、
大

事
故
が
続
け
て
起
こ
り
、
編
集
局
の
興

奮
が
研
修
を
受
け
て
い
る
部
屋
ま
で
伝

わ
っ
て
き
た
。
自
分
も
早
く
こ
ん
な
現

場
に
出
て
取
材
し
た
い
と
思
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
研
修
が
終
了
す
る
と
九

州
の
西
部
本
社
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
。

西
部
本
社
で
は
、
来
る
日
も
来
る
日
も

九
州
の
ネ
タ
ば
か
り
で
、
全
国
の
一
面

に
載
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
水
俣
病
裁
判
の
取
材
に

行
っ
た
。
か
の
有
名
な
ユ
ー
ジ
ン
・
ス

ミ
ス
氏
も
取
材
に
来
て
い
た
。
結
審
の

日
、
チ
ッ
ソ
の
総
務
部
長
が
会
社
に
は

責
任
が
な
い
と
法
廷
で
発
言
し
、
廷
内

は
水
俣
病
患
者
た
ち
の
怒
号
で
埋
ま

り
、
法
廷
か
ら
総
務
部
長
と
も
み
合
う

よ
う
に
患
者
や
支
援
の
人
た
ち
が
な
だ

れ
出
て
き
た
。
そ
の
ま
ま
熊
本
地
裁
正

門
ま
で
も
み
合
っ
て
流
れ
て
ゆ
く
。
各

社
と
も
、
次
の
日
の
朝
刊
の
ト
ッ
プ
に

と
取
材
を
す
る
。
私
も
夢
中
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
総
務
部
長
と
患
者
・
支

援
者
の
間
に
入
り
、
も
み
合
い
を
分
け

て
い
る
男
が
い
た
。
ス
ミ
ス
氏
で
あ
る
。

両
者
が
も
み
合
っ
て
い
る
さ
な
か
に
は

一
枚
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
も
切
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
総
務
部
長
を
取
り
囲
ん
で
患

者
た
ち
が
泣
き
崩
れ
て
冷
静
さ
を
取
り

戻
し
た
時
、
ス
ミ
ス
氏
は
初
め
て
写
真

を
撮
り
始
め
た
。
私
は
、
こ
の
と
き
報

道
の
あ
り
方
の
原
点
を
見
た
思
い
が
し

た
。
ス
ミ
ス
氏
は
、
水
俣
の
悲
惨
さ
を

世
に
訴
え
た
い
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人

を
描
き
た
い
と
い
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン
に
満

ち
た
取
材
活
動
を
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
自
分
と
は
姿
勢
が
違
う
と
感
じ
た
。

三
年
半
ぐ
ら
い
し
て
博
多
の
福
岡
総

局
に
転
勤
と
な
っ
た
。

石
原
慎
太
郎
氏
が
環
境
庁
長
官
に
な

り
、
水
俣
に
視
察
に
来
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
連
の
取
材
を
命
じ
ら
れ
た
。

彼
が
患
者
や
支
援
の
人
た
ち
が
集
ま

る
所
で
深
々
と
頭
を
下
げ
て
丁
寧
な
挨

拶
を
し
た
。
そ
の
写
真
を
撮
り
、
次
の

日
の
朝
刊
に
「
胎
児
性
患
者
の
前
で
深

々
と
頭
を
下
げ
、
挨
拶
す
る
石
原
環
境

庁
長
官
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
掲

載
さ
れ
た
。
近
年
、
こ
の
写
真
を
使
っ

て
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
石
原
氏

が
患
者
さ
ん
に
土
下
座
し
て
い
る
写
真

で
す
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
る
人
が
い

る
が
、
事
実

で
は
な
い
。

写
真
が
勝
手

に
一
人
歩
き

し
て
、
真
実

が
伝
わ
ら
な

い
と
い
う
恐

ろ
し
さ
を
感

じ
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
年
七
月
、
後
楽
園
球
場

の
都
市
対
抗
野
球
の
応
援
取
材
で
東
京

本
社
写
真
部
に
出
張
し
た
時
、
偶
然
に

ロ
ッ
キ
ー
ド
疑

獄
で
田
中
角
栄

前
首
相
が
逮
捕

さ
れ
た
。
東
京

拘
置
所
前
で
の

張
り
込
み
を
指

示
さ
れ
、
護
送

風
景
を
撮
影
、

夕
刊
一
面
に
掲

載
さ
れ
、
よ
う
や
く
大
取
材
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
念
願
の
東
京
本
社
写
真
部

に
異
動
し
、
逆
噴
射
で
有
名
な
羽
田
沖

日
航
機
墜
落
事
故
、
御
巣
鷹
山
日
航
機

墜
落
事
故
、
な
だ
し
お
事
故
な
ど
、
大

事
故
を
ヘ
リ
か
ら
写
真
取
材
し
た
。
さ

ら
に
、「
世
界
の
発
火
点
」
と
い
う
シ

リ
ー
ズ
で
、
中
米
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
争
乱
地
に
出
張
す
る

な
ど
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
オ
リ
エ
ン

ト
急
行
同
乗
取
材
、
ソ
ウ
ル
ア
ジ
ア
大

会
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
な
ど
、
楽
し
い

取
材
に
も
恵
ま
れ
た
。

歴
史
に
残
る
事
柄
に
で
っ
く
わ
す
こ

と
は
そ
う
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
誰
に
で
も
一
生
の
内
に
は
必
ず

巡
っ
て
く
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。

そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
な
く
、
捉

え
る
準
備
を
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ

と
が
成
功
の
道
だ
と
思
う
。
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